
第３章　健康で元気なまちづくり

３－１　健康づくりの推進

３－１－１ 健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 1,575 1,575

Ｒ７ 1,575 1,575

Ｒ８ 1,575 1,575

３－１－１ 健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 201 201

Ｒ７ 201 201

Ｒ８ 201 201

３－１－１ 健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 247 206 453

Ｒ７ 247 206 453

Ｒ８ 247 206 453

３－１－１ 健康づくりの推進

Ｒ５
住民検診の申込み書・受診票の配布、食生活改善だよりの
等、地域への健康づくりの推進を図った。

事業費（千円）

事業 健康づくり組織の育成
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

各地区選出による各委員に対し、研修会等を実施し健康づくりの知識を深める
とともに地域の絆づくりを通して地域全体での健康づくりの推進を図る
健康づくり推進員（S35年度より2年任期で委嘱）　会員数６８人（H30年度よ
り）

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

事業 健康づくり事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

・健康づくりポイント事業：健康づくりを実践しﾎﾟｲﾝﾄを集める。基準達成で
ふくしま健民カードを発行する。県内の協力店でカードを提示すると特典が受
けられる。
・健康づくりイベント：健康福祉まつり・健康ウォークなどのイベントを開催
し、町民の健康づくりを支援する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

健康に関する意識の向上、健康づくりの実践者の増加

Ｒ５
健康づくりポイント事業、健康福祉まつりを実施し、健康に
関する意識の向上を図った

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ５
健康相談、家庭訪問を行い、生活習慣を見直すための情報提
供をした。

事業費（千円）

事業 健康教育・相談・訪問事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

生活習慣病の発症予防及び重症化予防のため、健康教室、健康相談会、家庭訪
問を実施し、栄養・運動等の健康に関する情報を提供しながら生活習慣を見直
すための支援をする。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

事業 新地町食育推進事業
担当課

健康福祉課

健康教室・健康相談、訪問事業を実施し、生活習慣改善を支援する

健康教室・健康相談、訪問事業を実施し、生活習慣改善を支援する

健康教室・健康相談、訪問事業を実施し、生活習慣改善を支援する

・事業実施の効果

健康の保持･増進により健康寿命の延伸を図る

事業の進捗・達成状況・今後の予定

健康づくり推進員・食生活改善推進員の育成・活動

健康づくり推進員・食生活改善推進員の育成・活動

健康づくり推進員・食生活改善推進員の育成・活動

・事業実施の効果

住民の健康意識の向上と地域全体での健康づくりの推進

事業の進捗・達成状況・今後の予定

健康づくりﾎﾟｲﾝﾄ事業の実施･健康福祉まつり・健康ウオーク等の開催

健康づくりﾎﾟｲﾝﾄ事業の実施･健康福祉まつり・健康ウオーク等の開催

健康づくりﾎﾟｲﾝﾄ事業の実施･健康福祉まつり・健康ウオーク等の開催

・事業実施の効果
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・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 36 36

Ｒ７ 36 36

Ｒ８ 36 36

３－１－１ 健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 112 108 220

Ｒ７ 175 175 350

Ｒ８ 175 175 350

３－１－１ 健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 490 490

Ｒ７ 490 490

Ｒ８ 490 490

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

食への関心を深め、食の大切さを理解する

保育所入所児対象の栄養教室や小学生対象の食育教室を実施し食育の推進
を図る

保育所入所児対象の栄養教室や小学生対象の食育教室を実施し食育の推進
を図る

保育所入所児対象の栄養教室や小学生対象の食育教室を実施し食育の推進
を図る

・事業実施の効果

Ｒ５
新型コロナ感染症拡大防止のため事業は中止となったが、今
後は、幼児、児童への食の関心を高まるよう支援していく。

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ５
心の健康に関する広報活動を行い自殺対策について啓発を
図った。

事業費（千円）

事業 自殺対策推進事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

令和4年度に「新地町いのち支える自殺対策計画」を策定した。誰も自殺に追
い込まれることのない町を目指して各施策に取り組んでいく
睡眠や休養の重要性を理解し、心の病気についての知識と対処方法を住民が習
得する

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　 ■新規

理由：

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

保育所入所児や小学生及び保護者に対し、食育に関する講話及び実習等を実施
し、食への関心を持ち、望ましい食習慣を形成していく

事業 新地町さわやかだ食育推進事業（再掲4-2-3）
担当課

教育総務課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

学校給食において、安心安全な地場産農産物や魚介類を積極的に取り入れると
ともに、学校・地域・家庭が連携して食育推進に取り組み、「食べる力」「感
謝の心」「郷土愛」を育成する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

健康づくりの推進に継続して取り
組む必要がある。

児童生徒の健康づくりを推進する。食と健康の意識を育む

学校給食において、地場産農産物や魚介類を積極的に取り入れる
とともに、学校・地域・家庭が連携して食育推進に取り組み、児
童生徒の健康づくりを推進し、食と健康への意識を深めた。

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

心の健康に関する講演会や広報活動を実施

心の健康に関する講演会や広報活動を実施

心の健康に関する講演会や広報活動を実施

・事業実施の効果

心の健康を保つ方法を理解し、自殺者の減少を図る

事業の進捗・達成状況・今後の予定

食育推進事業の実施（食育講演会、食育講座、食の指導、啓発活動）

食育推進事業の実施（食育講演会、食育講座、食の指導、啓発活動）

食育推進事業の実施（食育講演会、食育講座、食の指導、啓発活動）

・事業実施の効果
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３－１－２ 母と子の健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 957 736 1,693

Ｒ７ 957 736 1,693

Ｒ８ 957 736 1,693

３－１－２ 母と子の健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 423 7,439 7,862

Ｒ７ 423 7,439 7,862

Ｒ８ 423 7,439 7,862

３－１－２ 母と子の健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 480 97 577

Ｒ７ 480 97 577

Ｒ８ 480 97 577

Ｒ５
発育発達に応じた子育てができるよう、情報提供や支援を
行った。

事業費（千円）

事業 乳幼児健診・発達支援事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

乳幼児の健やかな発育・発達を促すために各節目の時期に専門スタッフによる
健診を実施し、発達等で経過観察が必要な乳幼児に対し相談会を行う。また、
保護者の育児不安の不安軽減となるよう情報提供等や支援を行う

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

事業 妊婦健康診査・産後ケア事業
担当課

健康福祉課

乳幼児健診と発達相談会等の実施

乳幼児健診と発達相談会等の実施

乳幼児健診と発達相談会等の実施

・事業実施の効果

異常の早期発見と育児不安の軽減

事業の進捗・達成状況・今後の予定

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

妊婦の経済的負担、産後の育児不安の軽減

妊婦健診（歯科健診含む）、産後２週間・１か月後健診、産後ケア事業の実施

妊婦健診（歯科健診含む）、産後２週間・１か月後健診、産後ケア事業の実施

妊婦健診（歯科健診含む）、産後２週間・１か月後健診、産後ケア事業の実施

・事業実施の効果

Ｒ５
妊婦健康診査、産後ケア事業を行い、経済的負担と産後の育
児不安の軽減を図った。

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ５
妊娠届時相談及び乳児家庭訪問を行い、産後の育児不安の軽
減を図った。

事業費（千円）

事業 健康相談・訪問指導(子育て世代包括支援センター事業）
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援のために、保健師・助産師によ
る相談支援・訪問指導を実施し、さらに必要に応じ関係機関への連絡調整等を
行う

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

妊婦の健康管理の充実及び経済的負担の軽減を図り、安心して妊娠・出産がで
きるようにする。また、産後においては、助産師会に委託し、宿泊ケアやデイ
ケア,訪問ケア等で母親の心身のケアや育児サポートを行う。

相談支援・訪問指導及び関係機関との連絡調整等の実施

相談支援・訪問指導及び関係機関との連絡調整等の実施

相談支援・訪問指導及び関係機関との連絡調整等の実施

・事業実施の効果

安心して子育てができる人が増える

事業の進捗・達成状況・今後の予定
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３－１－３ 保健・医療サービスの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 1,359 942 21,564 23,443

Ｒ７ 1,359 942 21,564 23,443

Ｒ８ 1,359 942 21,564 23,443

３－１－３ 保健・医療サービスの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 8,516 303 1,665 10,484

Ｒ７ 8,516 303 1,665 10,484

Ｒ８ 8,516 303 1,665 10,484

３－１－３ 保健・医療サービスの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 319 34,814 35,133

Ｒ７ 319 34,814 35,133

Ｒ８ 319 34,814 35,133

事業 成人検診事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

成人検診を実施し疾病の早期発見・早期治療に努める。
（結核・肺がん・胃がん・大腸がん・前立腺がん・乳がん・子宮がん検診）
要精検者の受診勧奨を推進する

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

検診により疾病の早期発見早期治療につなげる

Ｒ５ 検診を行い、早期発見・早期治療を図った。
事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ５
特定健診を行い、生活習慣病の早期発見、重症化予防対策を
図った。また、特定保健指導を行い、生活習慣を改善し、自
己管理できるよう支援した。

事業費（千円）

事業 特定健診・保健指導事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

40歳～74歳の国保加入者を対象に、生活習慣病予防のために特定健診を実施
し、異常の早期発見・早期治療を図り、保健指導対象者には保健指導を行い、
生活習慣を見直すきっかけとする。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

事業 予防接種事業
担当課

健康福祉課

特定健診と保健指導（集団・個別）の実施

特定健診と保健指導（集団・個別）の実施

特定健診と保健指導（集団・個別）の実施

・事業実施の効果

生活習慣病を早期に発見し、重症化予防対策を実施

事業の進捗・達成状況・今後の予定

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

感染症の発症予防とまん延の防止を図る

各種予防接種の実施

各種成人検診の実施と疾病の早期発見早期治療の推進

各種成人検診の実施と疾病の早期発見早期治療の推進

各種成人検診の実施と疾病の早期発見早期治療の推進

・事業実施の効果

各種予防接種の実施

各種予防接種の実施

・事業実施の効果

Ｒ５
定期予防接種の接種勧奨を行い、感染症の発症予防とまん延
防止を図った

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

感染症の蔓延防止のため、各種定期予防接種を実施する。
・定期予防接種  四種混合・二種混合・麻しん風しん  混合・日本脳炎・ＢＣＧ、ヒ
ブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防ワクチン・水痘・Ｂ型肝炎･高齢者肺炎球菌・
ロタウイルス・インフルエンザ・新型コロナワクチン・風しん抗体検査及び予防接種
の実施
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３－１－３ 保健・医療サービスの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 5 年度～Ｒ 7

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ５ 500 500

Ｒ６ 500 500

Ｒ７ 500 500

３－１－３ 保健・医療サービスの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 3 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 1,953 1,953

Ｒ７ 1,953 1,953

Ｒ８ 1,953 1,953

３－２ 安全で質の高い医療の充実

３－２－１ 医療体制の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 5 年度～Ｒ 7

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ５ 0 0

Ｒ６ 120,000 120,000

Ｒ７ 120,000 120,000

地域医療の中核機関としてのサービス提供

地域医療の中核機関としてのサービス提供

地域医療の中核機関としてのサービス提供

継続して地域医療の中核機関としてのサービス提供を図る。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業 公立相馬総合病院運営事業
担当課

総務課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

公立相馬総合病院事業の負担金
■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果

地域医療の確保
総合病院の確保

事業費（千円）

事業費（千円）

事業 新型コロナウィルス感染症対策事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

新型コロナウイルス感染症まん延防止のため､感染症予防対策の周知徹底を行
うと共に、発症重症化予防のためのワクチン接種を実施する

 ■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　■終了　　□新規

理由：

新型コロナ感染症拡大防止の普及、啓発

新型コロナ感染症拡大防止の普及、啓発

新型コロナ感染症拡大防止の普及、啓発

・事業実施の効果 R6.3月にて特例臨時接種が終了と
なり、定期予防接種へと移行とな
る新型コロナウイルス感染症の感染者の減少

事業の進捗・達成状況・今後の予定

SC(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ)やSSW(ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ)等の配置により児童生徒の心のケア寄与
し、落ち着いた学校環境を取り戻すことができている。

Ｒ５
SSW等の配置により児童生徒の心のケア寄与し、落ち着いた
学校環境を継続している。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

スクールカウンセラー派遣事業・スクールソーシャルワーカー派遣事業等
を活用

スクールカウンセラー派遣事業・スクールソーシャルワーカー派遣事業等
を活用

スクールカウンセラー派遣事業・スクールソーシャルワーカー派遣事業等
を活用

事業費（千円）

事業
スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー
配置事業

担当課

教育総務課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

SC(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ)やSSW(ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ)等を配置し、児童生徒の心のケアに努め
てきた。引き続き、児童生徒及び保護者を対象に長期間継続したカウンセリン
グを行っていく。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果 児童生徒及び保護者を対象に長期
間継続したカウンセリングが必
要。
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３－２－２ かかりつけ医の普及

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 0

Ｒ７ 0

Ｒ８ 0

３－２－３救急医療の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 11,215 11,215

Ｒ７ 11,215 11,215

Ｒ８ 11,215 11,215

３－３ 高齢者福祉の充実

３－３－１ 生きがい体制の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 480 505 297 1,282

Ｒ７ 480 505 297 1,282

Ｒ８ 480 505 297 1,282

Ｒ５
健康不安解消のため、かかりつけ医を持つことについての普
及啓発を行った。

事業費（千円）

Ｒ５ 相馬市医師会に依頼し、平時夜間救急診療を行った。
事業費（千円）

事業 救急医療の充実
担当課

・事業実施の効果

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業 普及啓発活動
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

健康相談などの機会に、健康に不安を感じたとき気軽に相談できるかかりつけ
医についての講話を実施し、病気の早期発見・早期治療につながることなど普
及啓発をする。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：
・事業実施の効果

病気の早期発見・早期治療

健康相談等を利用し、普及啓発をする

健康相談等を利用し、普及啓発をする

健康相談等を利用し、普及啓発をする

通いの場の継続支援や介護予防出前講座を実施

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ５
住民主体の通いの場を充実し､参加者や通いの場が拡大して
いくような地域づくりを推進し、要介護状態になることを予
防するための知識の普及に努めた。

事業費（千円）

事業 介護予防事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由
住民主体の通いの場を充実し､参加者や通いの場が拡大していくような地域づ
くりを推進していく。さらに要介護状態になることを予防するための知識の普
及に努める。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

健康福祉課/総務課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

２・１・３平日夜間救急診療事業（健康福祉課）：継続
３・２・１公立相馬総合病院運営事業（総務課）：継続

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

理由：

公立相馬総合病院運営事業・平日夜間救急診療事業

公立相馬総合病院運営事業・平日夜間救急診療事業

公立相馬総合病院運営事業・平日夜間救急診療事業

通いの場の継続支援や介護予防出前講座を実施

通いの場の継続支援や介護予防出前講座を実施

・事業実施の効果
自立して生活できる高齢者の増加

事業の進捗・達成状況・今後の予定
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３－３－１ 生きがい体制の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 5,802 5,802

Ｒ７ 5,802 5,802

Ｒ８ 5,802 5,802

３－３－１ 生きがい体制の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 2,204 2,204

Ｒ７ 2,204 2,204

Ｒ８ 2,204 2,204

３－３－１ 生きがい体制の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 1,686 1,686

Ｒ７ 1,686 1,686

Ｒ８ 1,686 1,686

敬老会（記念式典、アトラクション）の開催

敬老会（記念式典、アトラクション）の開催

敬老会（記念式典、アトラクション）の開催

事業 敬老会開催事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

敬老会を開催し、高齢者に祝い金等の給付を行い、敬老の意を表し、福祉の増
進を図る。
敬老会としては、記念式典（慶寿、長寿夫婦、金婚夫婦の表彰）、アトラク
ション等。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

敬老意識の高揚
福祉の増進

・事業実施の効果

Ｒ５
敬老会を開催し、高齢者に祝い金等の給付を行い、敬老の意
を表し、福祉の増進を図った。

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ５
老人福祉の増進に資するため、老人クラブ連合会及び単位老
人クラブの運営活動の支援を行った。

事業費（千円）

事業 地域老人クラブ事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

高齢者の日常生活を健全で豊かなものにし、老人福祉の増進に資するため、老
人クラブ連合会及び単位老人クラブの運営活動の支援を行う。
老人クラブ連合会による、各大会等が行われる。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

事業 そうま広域シルバー人材センター運営事業
担当課

健康福祉課

老人クラブ連合会・単位老人クラブへの助成（カーリングや輪投げ大会等
開催）
老人クラブ連合会・単位老人クラブへの助成（カーリングや輪投げ大会等
開催）
老人クラブ連合会・単位老人クラブへの助成（カーリングや輪投げ大会等
開催）

・事業実施の効果

老人の健康づくり及び交流
介護予防

事業の進捗・達成状況・今後の予定

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

就業確保、健康維持

シルバー人材センターの運営を維持

シルバー人材センターの運営を維持

シルバー人材センターの運営を維持

・事業実施の効果

Ｒ５
高齢者の就労機会の提供と生きがいづくりの場を提供するた
め、広域シルバー人材センターの運営の支援を行った。

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

高齢者の就労機会の提供と生きがいづくりの場を提供するため、広域シルバー
人材センターの運営の支援を行う。
そうま広域シルバー人材センターは、新地町、相馬市、飯舘村が会員となり、
各市町村において軽作業等の仕事の受託を行っている。

7 ページ ３章



３－３－２　地域包括ケアシステムの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 287,656 305,528 173,371 766,555

Ｒ７ 297,080 310,820 179,013 786,913

Ｒ８ 299,260 314,170 181,959 795,389

３－３－２　地域包括ケアシステムの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 5,928 1,976 2,362 10,266

Ｒ７ 5,928 1,976 2,362 10,266

Ｒ８ 5,928 1,976 2,362 10,266

３－３－２　地域包括ケアシステムの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 2,800 2,800

Ｒ７ 2,800 2,800

Ｒ８ 2,800 2,800

Ｒ５ 居宅介護サービス及び施設介護サービスの給付を行った。
事業費（千円）

事業 介護保険給付事業（施設・在宅）
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

居宅介護サービス及び施設介護サービスの給付を行う。
介護認定を受けた被保険者が、被保険者に合わせた介護サービスを受け、介護
保険による給付を行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

事業 認知症支援対策事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由
「認知症初期集中支援チーム」を設置し認知症サポート医とともに活動。「認知症地
域推進員」を配置し医療・介護等の連携強化。地域における支援体制の構築と認知症
ケアの向上を行う。
地域にいる認知症が疑われる高齢者の訪問や、認知症相談のオレンジカフェの開催、
認知症サポーター講座等を行っている。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

認知症の方の初期対応及びその家族の介護負担軽減

在宅寝たきり老人等の経済的負担の軽減を図り、在宅福祉の
増進に寄与するべく紙おむつを給付した。

事業費（千円）

事業 家族介護支援事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

在宅寝たきり老人等の経済的負担の軽減を図り、在宅福祉の増進に寄与するべ
く紙おむつを給付する。
紙おむつ利用券を配布し、町内販売店で必要な紙おむつや尿取りパットの購入
をしてもらう。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

介護家族の経済的負担の軽減

事業の進捗・達成状況・今後の予定

・事業実施の効果

認知症の方やその家族等のサポート等の活動を実施

認知症の方やその家族等のサポート等の活動を実施

・事業実施の効果

Ｒ５
「認知症初期集中支援チーム」を設置し認知症サポート医と
ともに活動した。

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ５

紙おむつ給付を実施

紙おむつ給付を実施

紙おむつ給付を実施

介護保健による給付を実施

介護保健による給付を実施

介護保健による給付を実施

・事業実施の効果

家族介護従事者の負担軽減及び介護利用者サービスの充実

事業の進捗・達成状況・今後の予定

認知症の方やその家族等のサポート等の活動を実施
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３－３－２ 地域包括ケアシステムの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 5 年度～Ｒ 7

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 4,000 4,000

Ｒ７ 4,000 4,000

Ｒ８ 4,000 4,000

３－３－３ 生活支援サービスの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 1,084 1,084

Ｒ７ 1,084 1,084

Ｒ８ 1,084 1,084

３－３－３ 生活支援サービスの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 2,079 2,079

Ｒ７ 2,079 2,079

Ｒ８ 2,079 2,079

事業 高齢者世帯等見守り活動支援事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

高齢者世帯等の安否確認、見守り体制の構築推進を図り、高齢者福祉の増進に
寄与するため、地域の団体に補助金を交付する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果

高齢者世帯等の安否確認、見守り体制の構築推進を図り、高齢者福祉の増進に
寄与。

Ｒ５
高齢者世帯等の安否確認、見守り体制の構築推進を図り、高
齢者福祉の増進に努めた。

事業費（千円）

高齢者世帯等の安否確認、見守り体制の構築

高齢者世帯等の安否確認、見守り体制の構築

高齢者世帯等の安否確認、見守り体制の構築

Ｒ５
一人暮らし高齢者や重度身体障がい者等に緊急通報装置を貸
与し、急病や災害等の緊急時に迅速かつ適切な対応など見守
りを行った。

事業費（千円）

事業 在宅緊急通報システム事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

一人暮らし高齢者や重度身体障がい者等に緊急通報装置を貸与し、急病や災害
等の緊急時に迅速かつ適切な対応を行う。
通報ボタンによる緊急通報システムや見守りセンサー、定期的に行うお元気
コールなど、ひとり暮らし高齢者の見守りを行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

Ｒ５
７０歳以上の一人暮らし高齢者の健康保持と社会参加を促
し、地域社会とのふれあいを深める為、配食事業を社会福祉
協議会に補助金を交付した。

事業費（千円）

事業 ひとり暮らし高齢者配食サービス事業
担当課

健康福祉課

緊急通報システムの貸与及び新規加入者募集を実施

緊急通報システムの貸与及び新規加入者募集を実施

・事業実施の効果

安否確認等・福祉増進

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

７０歳以上の一人暮らし高齢者の健康保持と社会参加を促し、地域社会とのふ
れあいを深める為、配食事業を社会福祉協議会に補助金を交付し実施する。
　配食サービス　月３回（週１回）
　集合サービス　月１回

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

安否確認、健康栄養保持

事業の進捗・達成状況・今後の予定

民生児童委員による弁当配布にあわせて安否確認を実施

・事業実施の効果

事業の進捗・達成状況・今後の予定

民生児童委員による弁当配布にあわせて安否確認を実施

民生児童委員による弁当配布にあわせて安否確認を実施

緊急通報システムの貸与及び新規加入者募集を実施
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３－３－３ 生活支援サービスの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 7,633 211 5,373 13,217

Ｒ７ 7,633 211 5,373 13,217

Ｒ８ 7,633 211 5,373 13,217

３－４ 地域ぐるみ福祉の確立

３－４－１ 町社会福祉協議会等の活動支援

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 14,927 14,927

Ｒ７ 14,927 14,927

Ｒ８ 14,927 14,927

３－４－１ 町社会福祉協議会等の活動支援

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 365 365

Ｒ７ 365 365

Ｒ８ 365 365

事業 相馬地区更生保護サポートセンター運営支援事業
担当課

町民課

理由：

地域の介護保険の総合的なマネジメントを行う中核機関とし
て総合相談、支援、介護予防マネジメントを継続的に行っ
た。

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

　相馬地区に犯罪や非行のない安全・安心な地域社会をつくるための拠点、社
会復帰を図ろうとする人の支えとなる保護司等の活動拠点を設置する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果

　相馬地区保護司等の更生保護活動が円滑に行われ、犯罪・非行の防止や再犯
防止に努めることができる。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

相馬地区更生保護サポートセンター設置に要する費用を継続して負担する。

相馬地区更生保護サポートセンター設置に要する費用を継続して負担する。

相馬地区更生保護サポートセンター設置に要する費用を継続して負担する。

継続して相馬地区保護司等の活動拠点を確保することで、円滑かつ充実し
た活動が実施できる。今後とも、設置に係る経費の負担を行う。

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

地域の介護保険の総合的なマネジメントを行う中核機関として総合相談、支
援、介護予防マネジメントを継続的に行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

地域福祉の向上

事業 地域包括支援センター委託事業
担当課

社会福祉協議会の運営を維持

・事業実施の効果

きめ細かな福祉充実に寄与

事業の進捗・達成状況・今後の予定

社会福祉協議会の運営を維持

社会福祉協議会の運営を維持

地域包括支援センターの運営を維持

Ｒ５

Ｒ５
地域福祉の推進母体となる社会福祉協議会の育成と活動への
支援事業を行い、福祉充実を図った。

事業費（千円）

事業 社会福祉協議会活動補助事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

地域福祉の推進母体となる社会福祉協議会の育成と活動への支援事業 ■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

地域包括支援センターの運営を維持

地域包括支援センターの運営を維持

・事業実施の効果

事業費（千円）

10 ページ ３章



３－４－１ 町社会福祉協議会等の活動支援

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 75 75

Ｒ７ 75 75

Ｒ８ 75 75

３－４－２ 人にやさしいまちづくり

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 10 10

Ｒ７ 10 10

Ｒ８ 10 10

３－４－２ 人にやさしいまちづくり

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 0

Ｒ７ 0

Ｒ８ 0

事業 社会を明るくする運動推進事業
担当課

町民課

事業の進捗・達成状況・今後の予定

社会を明るくする運動の推進をする。

社会を明るくする運動の推進をする。

社会を明るくする運動の推進をする。

継続した取り組みを行うことで、今後も“社会を明るくする
運動”の周知と運動の趣旨を理解してもらう。

事業費（千円）

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由
　犯罪や非行を防止し、安全で安心して暮らすことができる明るい地域社会を
築くこと、また、再び犯罪や非行をしないように、犯罪や非行をした人たちの
更生について理解を深め、その立ち直りを支える社会を築くための取組を行
う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果

　社会を明るくする運動の啓発活動をとおして運動の趣旨を理解してもらい、
犯罪や非行の予防が図られる。

Ｒ５
タクシー利用時に初乗り運賃の助成を行い、障がい者の経済
的負担軽減及び福祉の増進を図った。

事業費（千円）

事業 重度身体障害者タクシー運賃助成
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

重度身体障がい者（上・下肢、体幹機能障害１級及び視覚障害者１級）のタク
シー利用時に初乗り運賃の助成を行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

事業 通いの場づくり支援事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

障がいに関する悩み事について、気軽に相談することができ、障がいを持つ方
の「集いの場」として様々な活動を楽しみながら幅広い世代の交流を目指す事
業。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

障がい者の交流と福祉向上

Ｒ５
障がいに関する悩み事について、気軽に相談することがで
き、障がいを持つ方の「集いの場」として交流を図った。

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

タクシー利用時の初乗り運賃の助成の実施

タクシー利用時の初乗り運賃の助成の実施

タクシー利用時の初乗り運賃の助成の実施

・事業実施の効果

障がい者の経済的負担軽減及び福祉の増進

事業の進捗・達成状況・今後の予定

通いの場づくりの支援

通いの場づくりの支援

通いの場づくりの支援

・事業実施の効果
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３－４－２ 人にやさしいまちづくり

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 840 121 961

Ｒ７ 840 121 961

Ｒ８ 840 121 961

３－４－２ 人にやさしいまちづくり

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 63 117 180

Ｒ７ 63 117 180

Ｒ８ 63 117 180

３－４－３ 障がい者の自立と社会参加の促進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 114,754 51,950 166,704

Ｒ７ 114,754 51,950 166,704

Ｒ８ 114,754 51,950 166,704

Ｒ５ 高齢者のバリアフリー住宅改修に伴う助成として２件実施
事業費（千円）

Ｒ５
高齢者の要介護及び要支援の認定を受けている被介護者やご
家族が生活しやすいようにするため住宅改修の一部を助成
し、介護予防に努めた。

事業費（千円）

事業 住宅のバリアフリー助成事業（健康福祉課）
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

高齢者の要介護及び要支援の認定を受けている被介護者やご家族が生活しやす
いようにするため住宅改修の一部を助成する事業

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

事業 障がい者支援事業
担当課

健康福祉課

住宅改修１５件

住宅改修１５件

住宅改修１５件

・事業実施の効果

高齢者の介護予防

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業 住宅のバリアフリー助成事業（都市計画課）
担当課

健康福祉課／都市計画課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

高齢者の要介護及び要支援になることを予防するため住宅改修の一部を助成す
る事業

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

住宅改修３件

住宅改修３件

住宅改修３件

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

障がい者の経済的支援及び福祉向上

障がい者に対する支援給付実施

・事業実施の効果

高齢者の介護予防

事業の進捗・達成状況・今後の予定

障がい者に対する支援給付実施

障がい者に対する支援給付実施

・事業実施の効果

Ｒ５ 障がい者の経済的支援及び福祉向上を図った。
事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

障がい者に対し支援給付を行う。
重度心身障害者医療費補助や障害福祉サービス、障害児通所支援サービス等の
給付。
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３－４－３ 障がい者の自立と社会参加の促進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 80 80

Ｒ７ 80 80

Ｒ８ 80 80

３－４－３ 障がい者の自立と社会参加の促進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 60 60

Ｒ７ 60 60

Ｒ８ 60 60

３－４－４ 生活の安定・自立への支援

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 0

Ｒ７ 0

Ｒ８ 0

Ｒ５ 身体障がい者福祉協会の運営支援し福祉増進を図った。
事業費（千円）

事業 身体障がい者福祉活動支援事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

身体障がい者の積極的社会参加による自立更生と福祉増進を図る身体障がい者
福祉協会の運営支援。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

事業 手をつなぐ親の会活動支援事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

会員相互の親睦及び地域理解の協力並びに融和を図る手をつなぐ親の会の運営
支援

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

会員の親睦と福祉増進

Ｒ５ 手をつなぐ親の会の運営支援を行い、福祉増進に努めた。
事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ５
生活自立への支援及び相談　関係機関との連携を行い、地域
福祉の向上を図った。

事業費（千円）

事業 援護サービス・生活困窮者自立支援事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

生活自立への支援及び相談　関係機関との連携 ■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果

地域福祉の向上

事業の進捗・達成状況・今後の予定

手をつなぐ親の会に対する補助継続

県社会福祉協議会や町社会福祉協議会との連携し事業実施

県社会福祉協議会や町社会福祉協議会との連携し事業実施

県社会福祉協議会や町社会福祉協議会との連携し事業実施

身体障がい者福祉協会に対する補助継続

身体障がい者福祉協会に対する補助継続

身体障がい者福祉協会に対する補助継続

・事業実施の効果

積極的社会参加と自立更生と福祉増進

事業の進捗・達成状況・今後の予定

手をつなぐ親の会に対する補助継続

手をつなぐ親の会に対する補助継続

・事業実施の効果
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３－４－５ 社会保障制度の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 125 125 250

Ｒ７ 125 125 250

Ｒ８ 125 125 250

３－４－５ 社会保障制度の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 120 120

Ｒ７ 120 120

Ｒ８ 120 120

３－４－５ 社会保障制度の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 601,156 46,021 206,617 853,794

Ｒ７ 601,156 46,021 206,617 853,794

Ｒ８ 601,156 46,021 206,617 853,794

Ｒ５
国民健康保険税収納体制の充実強化、滞納分の徴収確保、未
然防止に努めてきた。今後も取組の強化を図っていく。

事業費（千円）

事業 収納率特別対策事業
担当課

健康福祉課・税務課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

国民健康保険税の適正化と収納率向上について、納税者が不公平にならないよ
う未納者に対し納税相談を実施。

 ■継続　　□充実　　□縮小
 □廃止　　□終了　　□新規

理由：
徴収事務の一層の充実強化を通じ
て、その適正課税及び完全徴収を
図り、事業の健全な運営を目的と
するため。

収納率向上

事業の進捗・達成状況・今後の予定

・事業実施の効果

Ｒ５
国民健康保険被保険者証・高齢受給者証年次一斉更新や高齢受給者証・高額療養
費支給申請等の毎月の勧奨の際に制度関連のパンフレットを同封し送付。町広報
においても制度関連情報を掲載。今後も周知広報に努めていく。

事業費（千円）

事業 国民健康保険等普及啓発事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

被保険者の国民健康保険制度に対する理解を深め、円滑な事業運営につなげる
ことを目的とし、保険証更新時に各世帯へ制度に関するパンフレット等を配
布。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

被保険者の国民健康保険制度に対
する理解を深め、円滑な事業運営
につなげるため。国民健康保険制度の周知

事業の進捗・達成状況・今後の予定

理由：

Ｒ５
保険給付、保健事業の取組みによる被保険者の健康の保持・増進、また、
保険税収納の取組みによる財源確保を行ってきた。今後も健全かつ円滑な
事業運営を図っていく。

事業費（千円）

事業 国民健康保険事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

被保険者が安心して医療が受けられる国民皆保険体制を維持し、その給付と負
担が公平な制度となるよう健全かつ円滑な事業運営を図る。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

保険給付、保健事業の取組みによ
る被保険者の健康の保持・増進を
図る。国民皆保険の維持

事業の進捗・達成状況・今後の予定

国民健康保険制度の啓発

国民健康保険制度の啓発

国民健康保険制度の啓発

・事業実施の効果

国民健康保険特別会計の維持

国民健康保険特別会計の維持

国民健康保険特別会計の維持

・事業実施の効果

口座振替等の利用促進を図りながら、収納率の向上を図る

口座振替等の利用促進を図りながら、収納率の向上を図る

口座振替等の利用促進を図りながら、収納率の向上を図る
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３－４－５ 社会保障制度の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 211,575 211,575

Ｒ７ 211,575 211,575

Ｒ８ 211,575 211,575

３－４－５ 社会保障制度の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 8

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ６ 318,580 340,303 188,931 847,814

Ｒ７ 318,580 340,303 188,931 847,814

Ｒ８ 318,580 340,303 188,931 847,814

Ｒ５ 介護保険事業の適性化に努めた。
事業費（千円）

事業 介護保険事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

介護保険事業を行うための、特別会計の運営を行う ■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

介護保険の維持

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ５ 後期高齢者医療特別会計が適正に維持された
事業費（千円）

事業 後期高齢者医療事業
担当課

健康福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

後期高齢者医療事業は、７５歳以上の方と、６５歳以上７５歳未満で一定の障
がいのある人が後期高齢者医療保険に加入して、安心して医療を受けるための
制度である

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

後期高齢者医療特別会計の維持

・事業実施の効果

介護保険特別会計の維持

・事業実施の効果

介護保険特別会計の維持

介護保険特別会計の維持

後期高齢者医療特別会計の維持

後期高齢者医療特別会計の維持

理由：

国民皆保険制度の維持
高齢者の健康維持

事業の進捗・達成状況・今後の予定
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